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感染症研究の現状と方向性　̶分子レベルの感染・発症メカニズムの解明に向けて̶





















































































微生物 大きさ 寄生体として増殖 ゲノム 単独増殖
プリオン － 増殖する なし 増殖しない
ウイルス 0.02～ 0.3μm 増殖する あり 増殖しない
細菌 0.1～ 5μm 増殖する あり 増殖する
真菌 ～ 50μm 増殖する あり 増殖する
























































































































































































































































































































































































































































米国 疾病管理・予防センター（CDC） 約 3,400 名＊
日本 国立感染症研究所 約 400名
＊  1997 年の文献から当時の全職員数の約 40％を感染症研究関連が占めたとし、こ
の比率がほぼ変わらないと仮定して算出した参考値
研究開発費
米国 疾病管理・予防センター（CDC） 約 570億円＊＊
日本 国立感染症研究所 約33億円＊＊＊
＊＊ 感染症以外の慢性疾患等も含む
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